
 

 
 
４月実施の全国学力・学習状況調査（以下「全国学調」）の結果が７月末に公開されました。

各学校では自校の結果を基に分析を行い、授業改善に向けて取り組まれていることと思います。
今年度の新潟県の結果分析につきましては、令和５年 10 月 19 日付で義務教育課より発出された
「学力向上サポートだより No.5」を参照ください（Tea Room からダウンロードできます）。 
上越教育事務所では、昨年度、全国学調の分析から「思考を促す授業改善の重要性」について

本紙等を通して発信してまいりました。本号では、昨年度と今年度の結果を比較・分析すること
で見えてきた上越地域の成果と課題についてお伝えします。 
 

 

 
以下は、「国語」「算・数」の平均正答率の上越地域と全国の差について、「観点別・問題形

式別」の視点から昨年度との増減を追った結果と分析の内容です。 
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上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ５.10.30 

学力調査 「全国平均正答率との差」の増減 

<観点別の結果から> 
◯小学校では「思考・判断・表現」、中学校では「知識・技能」の問題で全国との差が縮まった 
→各学校で「思考することを大切にした授業づくり」「学習評価の改善」等に取り組んだ成果 

△小学校国語・算数では、「知識・技能」について全国との差が広がった。設問の詳細を見ていくと
「解答に思考を伴う設問」や「知識を活用する設問」で全国と差が開いている傾向があった 

例）漢字の問題で「覚えている漢字をそのまま書く問題」では全国との差がなかったが、「同じ読み
の漢字から文意に合わせて正しいものを考えて書く問題」で大きな差があった 

例）「『台形の意味や性質について』の知識を活用し、四角形の名前とその特徴を選択する問題」で
全国との差があった 

→「知識・技能」の内容だとしても「ただ知識を覚える」ような学習ではなく、覚えた知識を活用
する中で、その定着を図るような学習が大切 

△中学校数学では、「思考・判断・表現」に課題がある状況が継続していた 
→確かな「知識・技能」の定着に併せ、生徒が思考する授業を積み重ね、バランスよく全体的な学
力の向上を目指していく学習が大切 

<問題形式別の結果から> 
◯「記述式」の問題で、全国との差を縮めた校種・教科が多かった 
→各学校で「思考・対話・書かせること」などを切り口に、様々な取組が行われた成果 

△「選択式」の「思考・判断・表現」を測る設問で全国との差が大きかった 
→解答に思考を伴う選択式の問題の考え方や答え方について指導をしていく必要がある 

全国学力・学習状況調査の結果を授業改善に生かしましょう 



 

今回、多くの「思考・判断・表現」の設問で改善が見られました。これは、各学校で「思考

することを大切にした授業づくり」に取り組まれた成果と捉えています。課題については今後

の授業改善の参考にしてください。また、「にいがた学びチャレンジ」第３回配信問題から、Ｒ

５全国学調の成果と課題を踏まえた内容に問題がブラッシュアップされています。今回挙げた課

題の解決に適した良問がそろっています。ぜひ、有効活用してください。 

 

 
 

昨年度、質問紙調査においても「思考」に関する設問に注目した分析結果をお伝えしました。
以下は上越地域において、今年度それらの数値がどう変動したかを追跡・分析した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校では、どちらの質問においても、児童の数値に大きな変化はありませんでしたが、学校
の数値は増加しました。これは、「子供たちに自ら考えさせること」や「子供の思考を広げ深め
ること」に十分取り組んだと先生方が実感されたからではないかと分析しています。 

中学校も生徒の数値に大きな変化はありませんでした。一方、学校の数値は、昨年度「考えを
広げ、深めている」が、全国平均や生徒の数値に比べてとても高かったのですが、今年度はその
差がなくなってきています。昨年度から、要請訪問等で学校に伺った際に、学習評価の改善に向
けたパフォーマンス課題の開発などに、膝を突き合わせて協議する先生方の姿をたくさん拝見し
てきました。この数値の変化は、そうした取組の中で、先生方の「考えを広げ、深める授業」の
捉えが変わってきたからではないかと分析しています。 

 

 

 

 

 

「英語」については上記のような変化を追う分析はできませんでしたが、今年度の結果から、上越地域で

も県と同じく、「英語でコミュニケーションを行う目的や場面、状況を捉えて書く・話す力」や「考えたことや

その理由を簡単な語句や文を用いて書く・話す力」などに課題がありました。さらに、数値的には県以上に

全国との差が大きくなっています。新潟県の課題の詳細は、「学力向上サポートだより No.5」を、ご確認く

ださい。 

これらの課題を解決するには、学習指導要領の趣旨を体現した授業を、日々実現していくことが肝要で

す。県教育委員会では、「中学校英語授業づくりワークショップ」「英語科主任会」などで、こうした授業の

具体的なモデルケースをお示しし、授業づくりの在り方について発信し続けています。こうした研修を有効

活用し、授業改善に真摯に取り組んでいただくとともに、もし自校化でお困りの際には、ぜひ要請をいただ

ければと思います。いつでもお手伝いに伺いますので、学校支援第２課までご連絡ください。 

さて、上越地域全体のデータから、明らかになったことは、上記でお伝えしたとおりですが、各校の状況も

合わせて分析する中、「すべての学校に当てはまることを見つけるのは難しい」ということも身に染みて感じ

ました。ですから、自校の学力と学習状況の把握・分析に、各校で取り組まれることに、やはり大きな意味が

あると感じます。データから見つけた傾向や課題を共有し、改善に向けてどのような手立てを打つのかなど

について、教職員集団で対話する場や時間を、大切にしていただきたいと思います。 

質問紙調査 「思考」に関する設問から 

（文責：倉又） 


